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 昨年度に引き続き、岩戸支援学校２年目となりま

した鈴木香子です。 

 今年は桜の開花が遅く、４月５日は満開の桜が生

徒たちの進級、入学を祝っているようでした。夜か

ら翌日にかけて強い雨となりましたが、散ってしま

うことなくたくさんの桜が残っていました。可憐な

イメージの桜ですが、同時に雨風に負けない力強さ

を感じました。そしてピンクから少しずつ緑がまざ

り、生き生きとした葉桜になるまで、日々移り変わ

る景色を楽しむことができました。 

本校の生徒達も岩戸の桜のように 

困難に負けない強さを持ち、どん 

な時も生き生きと輝く人に育って 

ほしいと願っています。教職員一 

同、保護者の皆様、地域の方々と 

共に生徒達の成長を支えていきた 

いと思っています。どうぞよろし 

くお願いします。 

今年度、岩戸支援学校の教頭として着任いたし

ました、黒田 直紀と申します。昨年度まで、同じ横

須賀市内の武山支援学校に勤務していました。４

月、例年より遅く満開となった学校周辺の桜が、入

学生を温かく迎えて、とても晴れやかな気持ちにな

りました。 

生徒が岩戸支援学校で充実した３年間を送る

ことができますよう教職員一同、保護者の皆様と 

         協力して取り組んでい 

きます。また、地域の皆

様と「つながり」を大切

に教育活動を進めてい

きたいと考えておりま

す。どうぞ、よろしくお

願いいたします。 
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令和６年度が始まりました。昨年度に引き続き、学校長の安藤徹と申し 

ます。岩戸支援学校長として今年度で５年目を迎えます。 

さて、今年度の岩戸支援学校はＡ部門（肢体不自由教育部門）に６名、Ｂ部門（知的障害教育部門）

に 51 名の計 57 名の新入生を迎えました。部門ごとの生徒数ではＡ部門が 20 名、Ｂ部門が 127 名と

なり、学校全体では昨年度比５名増の 147 名の生徒が在籍し、４月５日に今年度の学校生活がスター

トしました。 

ところで、岩戸支援学校は今年度、開校から 15 年という一つの「節目の年」を迎えます。15 歳と

いう年齢を人間に置きかえてみますと、青年前期から後期へと移行する重要な時期となるわけです

が、学校も子どもから大人へと変化していくために今までの岩戸支援学校の教育活動を振り返り、

学校としての強みや弱みを整理しながら、社会や地域の中で岩戸支援学校がこれからどのような役

割を担うのか、今後の進路を考えていくために大切な１年になるのではないかと考えております。 

今年度も引き続き、岩戸支援学校の教育活動へのご理解・ご支援をどうぞよろしくお願いします。 

昨年度に引き続き A 部門長（肢体不自由教育部門）になりました國吉慎一です。新入生 6 名が仲間に加

わり、２０名の生徒と楽しい学校生活を過ごせるよう頑張っていきたいと思います。今年度の A 部門は、こ

こ数年の中で比べると最大の在籍数となり、非常に賑やかな 

スタートとなりました。A部門の生徒たちが活動する A棟内は 

朝から子どもたちの元気な声や明るい笑顔で、満ちあふれて 

います。１年間楽しく学びながら、充実した学校生活を送れるよ 

う教員一同努めていきたいと思います。 

昨年度に引き続きＢ部門長（知的障害教育部門）をさせて 

いただく小川英俊と申します。岩戸へ転勤し、4 年目にして 

はじめて入学式に合わせて桜並木が満開となりました。 

新たな仲間を加え新生岩戸支援学校として、『挨拶』を大切 

にし、生徒一人ひとりが『校内で』『地域で』『地元で』活躍していけるよう、保護者の皆様、地域の皆様と

協力しながら、教員一同、精一杯支援をしていきたいと思います。 

数年ぶりに入学式を彩った桜が新入生の入学を祝福して

いるようです。新入生の皆様、保護者の皆様、ご入学おめで

とうございます。岩戸支援学校の 3 年間が皆様の「でき

た！」「わかった！」「うれしい！」につながるよう教員一同全

力でバックアップさせていただきます。これからもどうぞよろ

しくお願いいたします。 

 

 


